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インターネットが直面する課題は、複雑化し、また高度化しており、その解決には、多様な知識や技術、資金、
そして権限が求められる。異なるステークホルダーがもつさまざまな資源を集約し、課題の解決を目指すこと
が、インターネット・ガバナンスにマルチステークホルダー・モデルが求められる理由の一つとされてきた。

もう一つの理由としてしばしば挙げられるのが、当事者としての関与である。インターネットは、誰にとって
も不可欠な存在で、そこからの影響を誰もが同じように受けるというということが、インターネット・ガバナ
ンスに、市民社会を含む多様なステークホルダーが関与することが必要であることの理由とされてきた。

このようなマルチステークホルダー・モデルは、インターネット・ガバナンスだけでなく、環境問題や核軍縮
などの分野でも、重要な役割を占めている。このようなことを考えると、他の分野にもマルチステークホルダ
ー・モデルが広がっていく可能性がある。さらに踏み込んで考えれば、マルチステークホルダー・モデルは、
これからのデジタル社会における合意形成の中で重要な役割を果たす可能性がある。

その一方で、マルチステークホルダー・モデルの役割が拡大する中で克服しなければならない課題も少なくな
い。

まず、マルチステークホルダー・モデルは、どの国・地域でも同じように機能するものとは限らないことであ
る。マルチステークホルダー・モデルに基づく合意形成の発展のペースには国・地域による違いがある。また、
これまでIGFが扱ってきた課題の中には、マルチステークホルダー・モデルによく馴染むものと、そうでないも
のがある。インターネット規制やセキュリティなどの分野で、それは顕著であると思われる。さらに、意見集
約や合意形成では、マルチステークホルダー・モデルがそれなりに形になるとしても、その成果の実施や実行
となると、ステークホルダーの間に影響力の差がある。マルチステークホルダー・モデルが、伝統的なプロセ
スの隠れ蓑に終わってしまうことも懸念される。

このように、マルチステークホルダー・モデルがデジタル社会の民主的な合意形成における重要なツールにな
るには、克服しなければならないさまざまな課題がある。本セッションでは、これらの課題が今後克服できる
のか、克服できるとしたらどのように克服できるかを論じる。

© 2024 IGF 2023に向けた国内IGF活動活発化チーム 44


	日本インターネットガバナンスフォーラム2024�Japan Internet Governance Forum 2024
	諸注意 Precautions
	遠隔参加者によるご質問方法
	会場のWifi接続情報
	現地会場参加者によるご質問方法
	発表資料入手方法 
	第1日：2024年11月5日(火) 本日の予定�Day 1: Tuesday, 5 November 2024
	開会挨拶 Opening Address
	慶應義塾大学教授 Professor, Keio University
村井 純 Jun Murai
	1. NTT法の改廃が与えるインパクト Impact of the revision or abolition of the NTT Act ～安全保障のみならずデジタルデバイドや公正競争など国民的議論を～
	休憩 Intermission／次のセッション準備中 In preparation for next session
	2. 生成AIの誤判断とデジタル社会の生命線と企業・国家リスク (1/2)�False judgements of generative AI, the lifeline of the digital society, and corporate and national risk �～人工知能が、データを検閲している。日本のクラウド利用のリスクを議論する～
	2. 生成AIの誤判断とデジタル社会の生命線と企業・国家リスク (2/2)�False judgements of generative AI, the lifeline of the digital society, and corporate and national risk �～人工知能が、データを検閲している。日本のクラウド利用のリスクを議論する～
	休憩 Break／次のセッション準備中 In preparation for the next session
	3. 国際的な児童の性的虐待画像(CSAM)に対する取組と日本の現状International efforts to combat child sexual abuse material (CSAM) and the current situation in Japan  �～生成AIが排出する児童ポルノ対策。民主主義を守りながら対策は可能か？～
	お疲れさまでした！�Thank you for participating!
	日本インターネットガバナンスフォーラム2024�Japan Internet Governance Forum 2024
	第2日：2024年11月6日(水) 本日の予定(1/2)
Day 2: Wedensday, 6 November (1/2)
	第2日：2024年11月6日(水) 本日の予定(2/2)
Day 2: Wednesday, 6 November (2/2)
	開会挨拶 Opening Address
	慶應義塾大学教授 Professor, Keio University
村井 純 Jun Murai
	Head of Office, �UN IGF Secretariat
Chengetai Masango
	1. スラッジ情報及び偽・誤情報に資する取組について Initiatives to deal with sludge information, misinformation and disinformation�～偽・誤情報、スラッジ対策は、情報提供する側で対応可能か検討する～ 
	休憩／次のセッション準備中
	2. 地域インターネットレジストリ機構の再検討：設立認定要件の改定議論 Re-examination of the Regional Internet Registry: Discussion of revisions to the establishment of founding requirements
	休憩 Intermission／次のセッション準備中 In preparation for next session
	3.	 アジアと日本のインターネットガバナンスのこれから～過去に学び未来を考える～ Future of Internet Governance in Asia/Japan -- Lessons from the past to go forward
	休憩／次のセッション準備中
	4.	 インターネットガバナンスの今後 Future of Internet Governance -- Considering issues such as GDC, WSIS+20, etc.
	アンケートご記入のお願い
	日本インターネットガバナンスフォーラム2024�Japan Internet Governance Forum 2024
	第3日：2024年11月7日(木) 本日の予定(1/2)
Day 3: Thursday, 7 November (1/2)
	第3日：2024年11月7日(木) 本日の予定(2/2)
Day 3: Thursday, 7 November (2/2)
	開会挨拶 Opening Address
	総務省総合通信基盤局電気通信事業部長
大村 真一
	1. Advancing the security of today's critical infrastructure - A look into RPKI, QKD and IoT in internetworking architectures
	1. Advancing the security of today's critical infrastructure - A look into RPKI, QKD and IoT in internetworking architectures
	休憩 Break／次のセッション準備中 In preparation for the next session
	2. FTTHを活用した「草の根Webサーバー」によるリッチコンテンツ配信について～IGF 2024 Lightning Talk #43 に向けて～ About the distribution of rich content using a "grassroots web server" that utilises FTTH
	休憩 Intermission／次のセッション準備中 In preparation for next session
	3. 日本における国内IGF活動の今後 Future of national IGF activities in Japan
	休憩 Break／次のセッション準備中 In preparation for the next session
	4. マルチステーク・ホルダー・モデルの成立条件を考える～GDC、WSIS+20以降のインターネット・ガバナンス～ (1/2)�Considering the conditions for the establishment of a multi-stakeholder model -- Internet governance after GDC and WSIS+20
	4. マルチステーク・ホルダー・モデルの成立条件を考える～GDC、WSIS+20以降のインターネット・ガバナンス～ (2/2)�Considering the conditions for the establishment of a multi-stakeholder model -- Internet governance after GDC and WSIS+20
	ご参加いただき、誠にありがとうございました！



